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 売上高は3.7%増の345億円となりました。

 国内売上高は、3.3％増の257億円となりました。病院、診療所といった市場別の取り
組みを強化した結果、病院市場が堅調に推移し、PAD市場におけるAEDの販売も好
調でした。全ての商品群で増収となりました。

 海外売上高は、4.9％増の88億円となりました。現地通貨ベースでは、6％増加しまし
た。米州、欧州、アジア州ともに増収となり、特に米国、中南米が好調でした。

 粗利率は、国内外で自社品の販売に注力した結果、商品ミックスが良化し、0.9ポイ
ント上昇しました。このため、営業利益は53百万円と、黒字を確保することが出来ま
した。経常利益は、為替差益の計上により5億円となりました。
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 生体計測機器は2.3％増の85億円、

生体情報モニタは6.3％増の119億円、

治療機器は5.0％増の67億円、

その他は0.2％増の73億円となりました。

 消耗品・保守サービスも4.2％増と堅調に推移しました。消耗品・保守サービスの売上
構成比率は51.9％に上昇しました。
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 国内売上高は8億円増の257億円となりました。

 大学病院市場は、新築移転商談もあり、好調に推移しました。また、官公立、私立病
院市場も堅調に推移しました。診療所市場は、仕入品の減少や、新製品の発売を前
に血球計数器の販売が減少したことから、前期を下回りました。6月に発売した血球

計数器の新製品につきましては、お客様の反応も良く、診療所市場の売上回復に寄
与すると期待しています。

 どの市場におきましても、4月の診療報酬改定に対応した設備投資の動きはあまり見

られませんでしたが、大学、官公立病院市場での更新需要を着実に捉えるべく、営業
活動に注力したことが、堅調な売上成長につながっています。

 生体計測機器では、ホルター心電計の新製品効果もあり、心電計群が好調に推移し
ました｡心臓カテーテル検査装置群も､電極カテーテルを中心に堅調に推移しました｡
脳神経系群は前期を下回りました。

 生体情報モニタでは、大学病院市場でベッドサイドモニタや臨床情報システムが好調
に推移しました。

 治療機器では、AEDが好調に推移したほか、ベースメーカ・ICDも堅調でした。除細
動器は前期並みとなっています。

 その他では､医療機器､特に生体情報モニタの設置工事が好調に推移したほか､保守
サービスも好調でした。検体検査装置は前期を下回りました。
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 海外売上高は4億円増の88億円、現地通貨ベースでは6％増加しました。海外売上
高比率は25.7％となりました。

 米州では、米国は、生体情報モニタが好調に推移したほか、脳波計の営業組織を見
直した結果、生体計測機器も売上を回復しました。中南米は、現地販売・サービス体
制の強化を進めるブラジルを中心に好調に推移しました。

 欧州では､販売・サービス体制の整備を進めるドイツが好調に推移したほか、スペイ
ンも好調でした。フランス、ロシアは低調に推移しました。

 アジア州では、中国は好調に推移しましたが、インドは前期に発生した物品サービス
税の導入に伴う駆け込み需要の反動もあり、減収となりました。中国は現地通貨ベー
ス、円ベースともに二桁の増収となりました。中国は12月決算であり、上期も同様に

二桁成長の見通しです｡インドにつきましては､新税制度の影響は落ち着きつつあり､
今後、売上は回復すると見ています。
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 6月に診療所市場向けに発売した検体検査装置は、当社初の一体型の血球計数・
CRP測定装置です。採血管のキャップを取らずに測定できるため、感染リスクの低減
に役立ちます。また、測定時間は約3分20秒と短く、異常値を検出した場合に画面の

カラーで再測定を促す、新しい機能も搭載しました。海外展開は下期を予定していま
す。

 医療機器リモート監視システム MDリンケージも同時に発売しました。機器のエラーメ

ッセージやメンテナンス情報など稼働情報をサーバに自動送信し、コールセンタがリ
モート監視します。万が一、機器の異常や故障が発生した場合、速やかなサポートが
可能です。MEK-1303からサービスを開始し、順次対応機器を追加する予定です。
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 減価償却費は前期並みの7.7億円となりました。計画どおりの進捗です。通期の減価
償却費は39億円、設備投資は40億円で変更ございません。

 研究開発費は2.2億円増の18.5億円となり、計画を若干下回りました。今期は複数の

生体情報モニタの発売を予定していますが、想定よりも維持改良の工数がかかった
ため、新製品の開発に若干遅れが出ています。今期中の発売に変更はなく、通期の
研究開発費も85億円で変更ございません。
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 第1四半期の実績は概ね計画どおりに進捗しており、上期および通期の業績予想に
変更はございません。上期売上高は、800億円を見込んでいます。

 国内は、上期の売上高は一桁前半の増収となる見通しです。引き続き、市場別の販
売活動に取り組むものの、複数の商談で稼働が下期にずれる見込みであり、中位
機種のベッドサイドモニタ、血球計数器等の新製品も、本格的には下期以降に寄与
すると見ています。また、粗利率改善のため、引き続き、診療所市場を中心に、仕入
品の販売をコントロールする予定です。

 中位機種のベッドサイドモニタにつきましては、今月、追加機種としてCSM-1700を
発売します。3月に発売したCSM-1500よりも画面サイズが大きく、本体と入力箱を

分離・設置することができるため､様々なレイアウト構成が可能です｡両機種ともに、
急性期病院の手術室/ICU向けモニタとして販促を強化します。

 海外は､上期の売上高は一桁半ばの増収となる見通しです｡地域別では､米州､アジ
ア州で二桁成長を見込んでいますが、欧州は前期並みの見通しです。米国では、脳
波計、生体情報モニタともに、計画どおり順調に推移しています。欧州につきまして
は、4月にモニタの新製品を発売しましたが、各国語対応に時間がかかっており、日
本と同様、本格的な売上への寄与は下期以降と見ています。

 上期粗利率は、前期より改善し、48％台半ばとなる見通しです。粗利率の改善と販
管費の伸びの抑制により、上期の営業利益31億円を確保したいと考えています。
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 通期の商品群別の売上高予想につきましても、変更ございません。
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